
鍛欝蔦

第315

昭和55年11月

目本列島の大構造についての一考察

とくに中部本州における新生代地殻変動について
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太陽の家ハレアカラ･クレイタｰ

おそらく100万年以上の歴史をもつハワイ･マウイ島の東マウイ(ハ

レアカラ)火山は1790年にも噴火した記録をもつ巨大た楯状火山であ

る一山頂のハレアカラ･クレイタｰは2本の浸蝕谷が山頂部で会合

してできた一種の浸蝕カルデラで11x3kmと東西に細長く深さ800

m余り.

車道の整備されたクレイタｰ西縁上のハレアカラ国立公園ビジタｰ･

センタｰから東をのぞむとハワイ語で太陽の家を意味するハレアカラ

の景観が一望できる｡スカイラインのカルデラ壁は約80万年以前に

形成されていたソレアイト質の楯状火山表面をおおって約40万年前まで

活動したとみられるKula火山岩類の断面でハワイアイトを主とする,

ひき続く休止期に｡カルデラをつくった2本の谷の出口は写真右上隅と手

前左方･正面の前後に遊ぶシンダｰ･コｰン群はカルデラ底を埋

める後浸蝕期のHana火山岩類で主にアルカリ質かんらん石玄武岩

とバサニトイドからなり最大径800m高さ180m程でこの火山の顕著

な2つのリフトゾｰンを結ぶ東北東一西南西方向に配列している.

標高3,300mを越える地点からの眺望は強い日射しに目を奪われた

あとの寒さが肌に迫る.このような見晴しも風雲に閉ざされがちで

長くは続かない.

(文三村弘二写真正井義郎)
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